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新
宮
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彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
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８
２
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回
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築

持
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持
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宿
改
築

持
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改
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玄
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チ
と
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チ
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具
整
備

建
具
整
備

建
具
整
備

建
具
整
備
・・ ・・
柱
塗
装

柱
塗
装

柱
塗
装

柱
塗
装
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ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

７
月

８
日
( 水

) ～
９

日
( 木

) 

◇
参

加
者

；
木

下
嘉

彦
棟

梁
、

左
官

；
久

保
奥

幸
司

、
の

２
名

は
１

泊
２

日

８
日

日
帰

り
；
建

具
職
；
中

山
 

隆
、
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、
 

梶
野

照
雄

、
４

名
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
６

名
 

 
 

７７ ７７
月月 月月
８８ ８８
日日 日日
( 水

)  
雨
 

２
日

前
の

天
気

予
報

で
は

晴
れ

マ
ー

ク
が

出
て

い
た

が
、

一
転

し
て

雨
の

一
日

と
な

っ
た

。
浦

向
で

行
仙

方
向

を
見

る
と

、
稜

線
は

雲
の

中
に

隠
れ

て

い
る

。
白

谷
ト

ン
ネ

ル
の

中
も

ガ
ス

が
充

満
し

て
見

通
し

が
悪

い
。
 

９
時

１
５

分
に

白
谷

林
道

に
入

る
。

前
回

、
帰

り
道

で
パ

ン
ク

し
た

の
で

慎
重

に
走

る
。

９
時

５
０

分
、

持
経

宿
に

到
着

。
 

新
宮

組
は

、
オ

ー
ク

ワ
有

馬
店

で
宿

泊
す

る
棟

梁
が

買
い

物
、

飛
鳥

サ
ー

ク
ル

Ｋ
で

中
山

建
具

職
、

不
動

ト
ン

ネ
ル

分
岐

で
久

保
奥

左
官

屋
さ

ん
と

合

流
し

、
９

時
４

０
分

に
持

経
宿

に
到

着
、
 

 
 

 
 

 

玄
関

前
整

地
 

 
 

 
 

 
 

下
部

が
塞

が
っ

た
 

 
 

 
 

引
戸

の
寸

法
調

整
中
 

玄
関

側
の

犬
走

り
と

玄
関

ポ
ー

チ
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

仕
上

を
す

る
作

業
の

た
め

、
棟

梁
と

山
上

、
川

島
の

両
氏

は
玄

関
前

の
用

材
を

移
動

し
、

カ
ン

ナ

く
ず

を
集

め
て

整
地

を
始

め
て

い
る

。
左

官
職

・
久

保
奥

さ
ん

は
、

玄
関

南

側
に

出
来

た
個

室
”

の
下

部
を

ブ
ロ

ッ
ク

で
塞

ぐ
作

業
中

。
そ

の
後

、
右

側

の
部

屋
下

を
持

経
宿

の
レ

ン
ガ

１
２

枚
で

塞
ぐ

。
室

内
で

は
建

具
職

の
中

山

さ
ん

が
毛

布
置

き
場

の
引

戸
の

寸
法

調
整

中
だ

。
 

棟
梁

・
山

上
・

川
島

は
、

雨
水

貯
槽

の
排

水
パ

イ
プ

撤
去

と
こ

れ
ま

で
使

わ
れ

て
い

た
緑

か
か

っ
た

平
石

を
敷

き
詰

め
る

た
め

集
め

て
く

る
。
 

梶
野

は
外

壁
の

未
塗

装
の

部
分

と
、

内
側

の
柱

、
サ

ッ
シ

枠
の

塗
装

を
始

め
る

。
サ

ッ
シ

に
マ

ス
キ

ン
グ

テ
ー

プ
を

貼
ろ

う
と

す
る

が
、

結
露

し
て

い

て
、

テ
ー

プ
が

う
ま

く
く

っ
つ

か
な

い
。

湿
度

が
１

０
０

％
に

近
く

塗
装

条

件
は

最
悪

だ
。

乾
燥

も
遅

い
の

で
、

２
時

間
ほ

ど
で

作
業

を
終

了
し

た
。
 

下
北

山
森

林
事
務
所

の
岩
元

 
猛
首
席
森

林
管

が
、

林
道

の
工
事
状
況
確

認
の

た
め

通
り

か
か

る
。
小

屋
内

に
招

き
入

れ
て

内
部

を
見

て
頂

く
。
 

 
 

 
 

 

塗
装

し
た

柱
、

サ
ッ

シ
枠

 
 

 
 

新
し

い
引

戸
 

 
 

 
 

 
 

 
引

き
出

し
修

理
中
 

１
１

時
頃

に
は

毛
布

置
き

場
に

新
し

い
引

戸
が

入
っ

た
。
 

作
業

が
一
段
落

し
た

建
具

職
の

中
山

さ
ん

に
「

つ
り

戸
棚

の
引

き
出

し
が

動
か

な
い
」

と
相
談

す
る

と
、
直

し
て

く
だ

さ
る

と
い

う
。

棟
梁

と
２
人

で

ひ
っ
ぱ

る
が

、
前
板

が
外

れ
て
バ
ラ
バ
ラ

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
残

る
２

つ

の
引

き
出

し
を

慎
重

に
は

ず
し

て
み

る
と

、
中

か
ら
落
ち
葉

が
い

っ
ぱ

い
出
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て
き

た
。

外
に

置
い

て
い

る
間

に
鼠

が
巣

作
り

を
し

て
い

た
よ

う
だ

。
 

１
１

時
半

に
昼
食

。
食

後
の

コ
ー
ヒ

ー
に
砂
糖

を
入

れ
よ

う
と
棚

上
に

置

い
た
砂
糖

を
取

る
と

、
一
緒

に
置

い
て
あ

っ
た
ラ

ッ
キ
ョ
ウ

の
袋

が
鼠

に
噛

み
破
ら

れ
、
砂
糖

も
湿

っ
て

い
る

。
食
糧

は
全

て
扉

の
内

側
に

保
管

す
る

こ

と
が
必
須

だ
。
鼠
忌
避
剤

な
ど

を
置

く
こ

と
も
考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
 

 

不
動

堂
内

遅
い

昼
食

の
縦

走
者

 
玄

関
ポ

ー
チ

は
石

畳
に

 
 

 
 

 
志

納
箱

裏
 

午
後

、
小

雨
だ

っ
た

雨
が
本
格
的

な
降

り
方

に
変

わ
る

。
室

内
で

は
、

中

山
さ

ん
が

引
き

出
し

の
修
理

、
棟

梁
と

久
保

奥
さ

ん
、

山
上

、
川

島
４

名
は

玄
関

ポ
ー

チ
の

整
地

、
梶

野
は

塗
装

道
具

の
後

始
末

に
か

か
る

。
 

玄
関

前
に
あ

っ
た

レ
ン

ガ
は

、
棟

梁
と

山
上

、
川

島
両

氏
協
議

の
結
果

、

取
り
除

い
て
全

て
石
畳

に
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

棟
梁

は
玄

関
サ

ッ
シ

を
取

り
付
け

る
時

か
ら

こ
の

レ
ン

ガ
を

気
に

し
て

い
た

が
、
取

り
除

い
て

石
畳

に

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
統

一
感

の
あ

る
ス

マ
ー

ト
な

ポ
ー

チ
に

仕
上

が
っ

た
。
 

こ
の

悪
天
候

の
中

で
も
縦

走
者

は
い

る
。

１
３

時
３

０
分
ご

ろ
、

３
名

が

小
屋

前
を

南
下

し
て

き
た

。
小

屋
入
口

が
工
事

中
な

の
で

、
お
堂

で
食
事

し

て
も
ら

う
。

中
の
青

年
は

山
上

さ
ん

の
知
人

の
お
孫

さ
ん

だ
そ

う
だ

。
 

１
４

時
３

０
分

。
ち
ょ

っ
と
早

め
の
休
憩

。
持

経
宿

が
初

め
て

の
久

保
奥

さ
ん

と
中

山
さ

ん
は
「
え
ら

い
と

こ
ま

で
来

た
」

と
驚

い
て
お
ら

れ
る

が
、

さ
す

が
は

年
季

を
積

ん
だ

職
人

、
仕
事

は
淡
々

と
こ

な
し

て
お
ら

れ
た

。
 

 休
憩

後
、
志
納
箱

を
取

り
付
け

て
い

た
だ

く
。
 

以
前

の
場
所

で
は
志
納
箱

の
厚

さ
が

通
路

の
障
害

と
な

る
こ

と
が

予
想

さ

れ
た

の
で

、
玄

関
を

入
っ

て
一
番

見
え
や

す
い
正
面

に
取

り
付
け

た
。
 

中
山

さ
ん

は
、
壊

れ
た

引
き

出
し

を
元

通
り

に
組
み
立

て
、
他

の
２

つ
の

引
き

出
し

も
ス
ム

ー
ズ

に
引

き
出
せ

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
っ

た
。
 

ガ
ラ

ス
引

戸
が

動
き

に
く

か
っ

た
の

は
当

た
り

前
で

、
上

下
が
反
対

に
入

れ
ら

れ
て

い
た

そ
う

だ
。「
よ

う
 

入
れ

た
た

な
あ
」
と

入
れ

た
こ

と
を
感
心

さ
れ

て
い

た
。
 

１
５

時
１

５
分

、
中

山
さ

ん
の

作
業

も
す
べ

て
終

了
し

た
の

で
、

棟
梁

と

久
保

奥
さ

ん
に

後
を
託

し
下

山
し

た
。
 

帰
路

は
川

上
村

に
入

る
ま

で
、

ず
っ

と
雨

。
帰
宅

し
て

か
ら

ま
た
降

り
出

し
た

。
新

宮
組

は
西

山
経
由

で
１

７
時

２
０

分
帰

新
。
 

 
 

 
 

 
 

志
納

箱
取

り
付

け
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ダ
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行
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